
令和４年度から開始する基礎研究医プログラムの募集定員について（案） 

 

１．基礎研究医プログラムについて 

 (1)概要 

    優れた基礎医学研究医を養成するため、基礎医学に意欲がある学生を対象に、

臨床研修と基礎研究の両立を可能とする初期臨床研修におけるプログラムの一つ。 

    令和４年度から開始。 

   ○対象：過去直近３年間の研修医の採用実績が平均 25 人以上の基幹型臨床研修病

院である大学病院 

   ○設置要件： 

      ①プログラム開始時に、所属する基礎医学系の教室を決定し、オリエンテ

ーションを行うこと。 

      ②選択研修期間に、16 週以上、24週未満の基礎医学の教室に所属する期間

を用意すること。 

      ③基礎医学研修を開始する前に、臨床研修の到達目標の到達度の評価を行

うこと。 

      ④臨床研修後、４年以内を目処に、作成した基礎医学の論文を、研修管理

委員会に提出すること。 

      ⑤臨床研修修了後に、プログラム修了者の到達目標の達成度と臨床研修後

の進路を管轄する地方厚生局に報告すること。 

   ○定員：全国で４０人（一大学につき原則一人） 

       県は地域医療対策協議会の意見を聴いた上で募集定員を設定 

       臨床研修の募集定員とは別枠の定員であり、一般のマッチングに先行し

て選考を実施 

 

 (2)これまでの経緯 

   ・平成 31年 3 月 厚労省令施行通知の一部改正により制度創設 

   ・令和２年 11 月 大分大学から県へ申請（県から国へ報告）（申請定員３人） 

   ・令和３年２月 国から定員配分の決定通知（配分定員２人） 

 

２．定員の考え方 

  大分大学医学部附属病院が令和４年度から開始する基礎研究医プログラム

の募集定員については、厚生労働省が決定したとおり、２名とする。 

 

○大分大学医学部附属病院の募集定員        ２名 

○厚生労働省が決定した令和４年度の募集定員上限  ２名（全国総定員４０名） 
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３．今後のスケジュール 

  令和３年５月 選考（採用決定） 

         選考方法、選考結果報告（大分大学医学部附属病院→県→国） 

  令和４年４月 研修開始 

 

 

＜参考＞ 

 基礎研究医プログラムの定員について、原則は１名であるが、以下の基準の適合数に

より、最大５名まで可能となっている。 

 

○定員設定の基準：以下の５つの基準のうち 

        ・全てを満たしている場合  ・・・募集定員最大５名まで申請可能。 

        ・４つを満たしている場合  ・・・募集定員最大３名まで申請可能。 

        ・３つ以上満たしていない場合・・・募集定員は０名。 

         →大分大学は基準を４つ満たしていたことから３名で申請。 

 

  ①基礎系の教室を通じて基礎医学研究歴７年以上の複数の指導者（医師）が指導で

きるキャリア支援体制が確保されている。 

  ②同プログラムの修了者のキャリアパスを複数提示している。 

  ③論文指導を行う環境があり、学会発表の機会が用意されている。 

  ④年間受託している基礎医学分野の科学研究費助成事業とAMEDの予算の合計が8千

万を超えている。 

  ⑤基礎医学分野で Impact Factor 15 以上の論文が過去３年間にある。 
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